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一

大
手
田
道
・
長
さ
5
0
0
m
か
ら
見
渡
す

轟
萎
1
5
0
m
の
「
四
十
八
曲
り
道
」

薗
木
城
は
、
東
美

濃
に
勢
威
を
誇
っ
た

遠
山
一
族
の
居
城
で

あ
っ
た
。

遠
山
氏
は
、
鎌
倉

時
代
に
加
藤
熊
擬
が

美
濃
国
恕
郡
部
は
地

顕
職
を
与
え
ら
れ
て

以
来
、
東
美
濃
で
発

展
し
、
俗
に
「
遠
山

七
家
」
と
よ
ば
れ
る

よ
う
に
な
る
。

苗
木
城
主
の
遼
山

氏
も
「
選
曲
七
家
」

の
一
つ
で
あ
り
、
岩

村
城
主
の
遼
山
氏
と

と
も
に
、
そ
の
中
心

的
を
勢
力
と
を
っ
て

いた。戦
国
時
代
末
期
、

と
き
の
当
主
遠
山
置

撥
（
苗
木
勘
太
郎
）

は
、
織
田
信
長
の
妹

を
正
室
に
迎
え
て
同

盟
す
る
が
、
そ
の
こ

ろ
、
東
涯
に
は
信
濃

を
征
圧
し
た
武
田
信
玄
が
遊
出
し
よ
う
と

し
て
く
る
。
置
廉
は
、
自
分
の
嬢
を
信
長

の
養
女
と
し
た
、
う
え
で
、
信
玄
の
子
勝
頼

に
嫁
が
せ
た
。
こ
う
し
て
、
遠
山
氏
は
織

田
氏
と
武
田
氏
と
い
う
二
大
勢
力
に
挟
ま

れ
を
が
ら
も
、
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
能
寺
の
変
に
よ
っ
て
、
遠

山
氏
の
立
場
は
不
安
危
な
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
。
信
長
の
後
継
者
と
な
っ
た
豊
駐

秀
吉
が
、
美
濃
国
の
金
山
城
を
本
拠
と
す

る
森
長
町
に
命
じ
、
東
涯
を
押
さ
え
さ
せ

た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
と
き
苗
木
城
主
で
あ
っ
た
遠
山
友

忠
は
長
町
へ
の
服
属
を
拒
む
。
そ
の
た
め
、

宙
木
城
は
森
長
可
に
攻
撃
さ
れ
、
陥
落
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

友
忠
と
そ
の
手
友
政
は
、
そ
の
こ
ろ
は
浜

松
城
に
い
た
徳
川
家
康
を
頼
る
こ
と
に
し

た。
そ
の
後
、
薗
木
城
は
森
氏
の
属
城
と
を

り
、
森
氏
が
信
濃
に
移
っ
た
あ
と
は
、
河

尻
発
馬
が
城
主
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

慶
長
5
年
（
1
6
0
0
）
　
の
関
ケ
原
の
戦

い
で
、
河
尻
秀
長
は
西
軍
に
つ
く
。
こ
の

と
き
、
旧
城
の
奪
還
を
画
策
し
た
の
が
、

も
ー
も
重
責
－

遠
山
友
政
で
あ
る
。

友
政
は
、
家
康
に
東
濃
の
地
勢
を
案
内

す
る
と
と
も
に
、
1
7
0
0
は
ど
の
軍
勢

で
宙
木
城
に
向
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
か
　
4
8

つ
て
の
領
民
数
百
も
、
遠
山
軍
に
従
っ
た

と
い
う
。
8
月
1
5
日
の
夜
、
遠
山
軍
が
松

明
を
か
か
け
て
薗
木
城
に
押
し
寄
せ
る
と
、

抗
戦
の
不
利
を
構
っ
た
城
兵
は
逃
亡
し
た

ら
し
い
。
翌
8
月
1
6
日
の
勤
に
は
、
誠
は

も
ぬ
け
の
殻
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
宙
木
城
は
、
遠
山
氏
に
よ
っ

て
奪
還
さ
れ
、
友
政
城
主
に
返
り
咲
い
た
。

現
在
み
る
形
の
苗
木
城
は
、
遠
山
友
政
に

よ
っ
て
改
修
さ
れ
た
と
き
の
姿
で
あ
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。

縄
張
は
、
山
頂
の
本
丸
を
中
心
に
、
二

の
丸
、
三
の
丸
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
築

城
さ
れ
た
高
森
山
は
、
岩
盤
が
露
出
す
る

な
ど
、
平
坦
な
場
所
が
少
な
い
。
そ
の
た

め
、
城
内
で
岩
場
を
利
用
す
る
建
物
は
、

す
べ
て
懸
造
り
と
な
っ
て
い
た
。

曲
輸
そ
の
も
の
も
狭
く
、
本
丸
は
如
m

四
方
ほ
ど
し
か
な
い
。
こ
の
狭
い
曲
輪
内

部
に
、
天
守
や
城
主
の
居
間
で
あ
る
千
畳

敷
が
あ
っ
た
。
山
頂
に
は
巨
岩
が
露
出
し

て
お
り
、
そ
の
巨
岩
を
天
守
台
と
し
て
利

用
し
て
い
る
。
岩
に
は
、
く
り
抜
い
た
桂

穴
の
跡
が
残
っ
て
お
り
、
喧
騒
、
懸
造
り

で
柱
を
立
て
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
後
、
遠
山
氏
が
1
2
代
に
わ
た
っ
て
城

主
と
な
っ
た
が
、
城
壁
は
、
幕
末
ま
で
白

漆
喰
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

1
万
石
の
遠
山
氏
に
と
っ
て
は
、
壁
を
白

漆
喰
に
す
る
余
力
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
宙
木
城
は
、
赤
土
が
む
き
出
し
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
「
赤
壁
城
」
と
よ
ば
れ

て
い
る
。



蘭木城天守台からの遠望

天守台には、3階部分の床面を再現

した展望台が設けられている。展望

台からば天然の損としていた木曽川

のほか、木曽川南岸を通る中山道、

遠くは木曽山脈の南端に位置する意

郭山をも一望できる。 馳強国】梯川市協力

92㊥
歴史的重要性…13点

土塁・石垣・堀・・・20点

規模…10点　　立地…10点

曲論聞…15点

整備状況・・・10点

アクセス・・・5点

登りやすさ“・・9点

近世城郭に大改修されてい

るので、関ケ原の戦い以前

の姿は想像しにくい。しか

し眺望は大変に優れており、

苗木城 本丸下石垣 本丸直下は岩盤が 天然の石垣となっ ているが、北面は 有塩が築かれてい る。巨石を取り込 んだもので頼み方 は域内では古い方 に屈す。江戸時代 初期に築かれたも のとみられる。 �� ���� ��� � � � �†基 、■ 「“嘗∴高 � �：∴ ∴； � � �∴＼＝ � �� �懸 ふ牝 �「∴ �；葺 ：一∴ 幾 �どよくされている。 ノ ��� � � � � � � �� � � � � 
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態回書 ��� �� �� ����姦塗 ��� �� � ���　　　祭 と〆＼ 　　　∴〇〇〇章 ����∴了 　　、者 緩 ∴ 註Tで ∴「 雲襲、綜 ���∵言 ＼十 翳 �遙 ����������突 ��達て �られてい ���苗木波風吹門跡 風吹門は三の丸の正門で、苗木城の 

苗木械本丸遠望

酋木城は、麓からの高さが170mほどの高森

山に築かれた山城である。写真は、三の丸の

手前、高森山の中腹あたりから望んだ主部。

最高刑こ天守台が存在した。

4，

三の丸の棺で、城内最大であったため、　　　　　　大手門となっていた。かつては、溝

大矢倉とよばれている。三膳建てで　　　　　　　り戸がつけられた2階建ての櫓門が

あったが、最下層は穴蔵（地下）に　　　　　　　建てられていたところである。苗木

なっているので、見た目は2賭建て　　　　　　　遠山史料館に、門扉と門柱が展示さ　0 

の櫓であったらしい。　　　　　　　　　　　　　　れている。 

託
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霞ヶ城との異名を持つ、木曽川河畔の岩山の城

〇〇
〇〇

標高：432m　形式山城　築城：1526年庸勅1871年　主椋城主：遠山友政

o中津川市苗木遠山史料館

∴＿一∴∴‥∴∴∴　「 

寄主　　∴1－　－へ＼ 

態掌一誌謡贅鸞蘭書〇mm出産i這… ��� � �‾∴ 

出藍〃 

泰ン ：∴∴∴∴∴ ��「∵∴‾一∴ � � � � 

＼ � �「ご∴ 

中世・戦国時代から明治時代初期までの文化遭産を

保存・公開。苗木類と苗木城の責重な資料を展示して

います。

踵中津川市苗木2897－2

闇0573－66－8181

園9：30－最終入館16：30

闘入館料320円、中学生以下無科

囲月曜日（祝日と重なった場合は翌日）、年末年始

三の丸

八大籠王

e撥
外観からぽこ層に見えますが、実際は三騰建てだったと言われ

ています。房推古御嘱部屋」とも呼ばれていました。

∴ 

鷲ミ漫々－ � � � � � � 
∴∴ �∴∴千言∴「∴一∴　　　？∴∴∴∵ ���∴∴：ヾ∴ ∴∴ � �′／iこと 強酸 

謀 議熊緩－＼く浩 二）、′ 　二年‾三、 　　∵∵∵甲 ����� ��一役（／－ 1－－′溢▲ ＼／－ ∴∴ �：∴ 

e天守跡
天守は巨岩の上に懸達によって建てられ、三層となってい

たようです。巨岩に彫られた柱穴を利用して、展望台が建

てられています。

十㌧ 霧 � �こ雰 � � 

Ytii � � � �∴． ；il， �醗整誓藍 

欝 � �窪＼〈 欝1〝 �露i �、：∴ ∴ �率 巻 恵茅 � �ぶ＼、、 ，轢 蜜幾 � � ��筆書醇∵辛目 
慰謬 塑霜 � � � � �湊 �∴●：∴ヾ 

〕÷：∴∴∴： �� � �� � �ヽ－∴ 

岩山に築かれた苗

木蛾。建物ば全て
板張または土壁で

あり、「赤壁械」と
も呼ばれました。

（イメージCG●浅野孝司氏制作）



織田億長の金権より苗穂　ええ人毛の後友忠・憲政父手腕醗城を縮ま

ました。実証日毎（鳩83）森屋可は芭木城葱竣ぬら神、笈窟患とと瑚雷

電木城を明け渡すことと掠りました。その後、浜松の徳購翻諷こ付き、鍾紺の

榊原農政の旗下にいました。慶長5年（leOO）、関ケ原の戦いの直前こ家康

の命を受け苗木椴を奪還し、苗木詰10，521石を拝領し大名lこ任せられ

ました。友敬は苗木藩初代寵主となり、その後苗木遠山氏は明治に至るまで

国替えも無く、第12代遠山友禄まで藩主として苗木薄を治めました。

t l　　中津川めぐり 　　　苗木城跡350円 

粟きんとん陳のかりんとう。 
J一　一一一一　　書 �やみつきになる一品。 

※苗木遠山史料錠で購入可 

∵「∴I∴：∴÷ ∴：ri∴一∴ �「∴ ∴∵ 羅綴 � 

「∴享：：∴∴∴ 

苗木城赤壁伝説絵巻 

とのまち
720mllI440円

逓山家へ献上していた
と伝わる「殿待ち」を

現代に再現。
すっきり辛口の味わい。

苗木城跡の赤壁伝説や
見ところを描いた絵巻。
瀬苗木遠山史料館で廓入可

500円　　　粟納豆こわれ【小】540円

石垣の形を票でイメージ。
甘さ控えめの上品な味わい。

こ圭」．●

赤壁城伝説・
赤かベ500円

苗木城跡に関する
焼印が入った
素朴な卵せんべい。

赤壁域はちみつ1，000円

別名「赤壁城」の色を
イメージした、
そよこの花から採れたはちみつ。

苗木械石垣
書林唐310円

石垣の形をイメージした
南口サイズのかりんとう。

苗木械伝説216円

練り餌に粟きんとんを

包んだ和菓子。
赤壁蛾伝説をイメージ。

中津川市観光センター
にぎわい特産館

闘中津川市栄押上1
にぎわいプラザ1F

憩0573・62－2277

囲8：30－18：00

囲年末年始、2月第3日曜日

中山道の45番目の宿場で、うだつのあ　肢阜県で最も東にある中山道の宿場町　鏡光情報コーナーや地元の特産品、野
る街並みや、幕末期の寅重な資料など∴です。急峻な坂道の両脇に茸の家並み　薬を販売しています。9時～17時までは
を展示する中山道歴史資料館が見どこ　が続きます。島崎藤村生誕の地です。

ろです。

閻中津川南本印
璽0573－62－2277（輔幡餓センターー

0573－66－6888種山遊歴虫類犠1

騒中津川面罵蘭
醗0573－69－2336（霹靂観光脇会）

無料で天然温泉の足湯に入ることがで

きます。

国中達Ii怖付知町858出

国0573鴫2ゼ000

明治27年に建てられた120年を超える

芝居小屋。岐阜県の重要有形民俗文化

財に指定されています。廻り舞台や奈落

などが見学できます。

圃中津川市棚子馬4793－2

国0573－793611

闇9：00－18：00駐車場・トイレは24暗闘鵬可）闇10：00－16：00

国毎月謝・第3火曜日（祝日の場合は翌日）　　囲月曜日


